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1 22
案件概要表／4.事業の枠組み／(2)プロジェクト目標
「DSMによる年間チャージ支払額が事業開始時から減少
する」

ベースラインの評価期間「2024.4～2025.3」、エンド
ライン評価期間「2026.10～2027.9」（エンドライン調
査：プロジェクト終了６か月前）と仮定した場合、
当該目標に関連する活動はプロジェクト開始後、1.5年で
完了する必要があります。他方、インド電力市場でのネ
パールの取引量は近年急速に拡大しています。
これらを踏まえると、プロジェクト活動期間を効果的に活
用するためDSMチャージの比較期間は例えば半年程度、
また指標は電力取引金額に対するチャージ金額の割合と
した方が良いように考えますがいかがでしょうか。

DSMチャージの比較期間については、プロジェクトの成
果ができるだけ反映されるよう、活動内容と合わせてご
提案いただければと思います。
また、指標につきまして、ご提案の内容でも問題ございま
せんが、同じくプロジェクト目標の指標２に示す年間イン
バランス電力量の割合削減も同時に達成できるような内
容でご検討いただければと思います。
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